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久元 喜造（ひさもと きぞう）
神戸市長、指定都市市長会 会長
1954年生、兵庫県神戸市出身。1976年東京大
学法学部卒。旧自治省入省、消防庁、旧国土庁、
内閣官房のほか、石川県、青森県、京都府、札幌
市の各地方自治体で勤務。2012年11月神戸市
副市長、2013年10月市長選挙で初当選、同年
11月、第16代神戸市長に就任。2017年10月、
2021年10月の市長選挙でいずれも史上最多得
票を獲得し、当選。現在3期目。

地方衰退が危惧されるなか、基幹産業を軸にどう地域経済を

活性化していくべきなのか、地元を基盤に金融サービスを展開

する銀行は、そこでどのような役割が期待されているのか。地域

銀行総特集PartⅠでは、この点にスポットを当て、神戸市長で

あり、指定都市市長会会長を務める久元喜造氏にインタビュー

を行った。全国の政令指定都市のなかでも有数の成長を遂げた

神戸市。阪神淡路大震災から30年を迎えた同市の発展の軌跡を

たどりつつ、企業成長に資する政策・まちづくり、そして銀行に

求める姿勢など、指摘は多岐にわたった。神戸市の姿を通じて、

地域発展のヒントを探っていきたい。
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未来に向けた人材育成
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人材難の克服
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高度化会社への期待
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イノベーションの活用
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